
1 

● 平成１９年度第４回 下 山 地 域 会 議 会 議 録 ● 
 
【日 時】平成１９年６月２１日（木） １９：３０～２１：１０ 
【場 所】下山支所２階会議室 
【出席者】委員１６名 

事務局（支所長 副支所長 永田 酒井 川合 加藤） 
【次 第】１ 開会 
     ２ 会長あいさつ 
     ３ 会議録署名委員指名 
     ４ 前回会議録の承認 
     ５ 協議事項 
       ・コミュニティ会議との分科会方式による取組みについて 
     ６ 今後の予定について 
     ７ 閉会 
 
 
【内 容】 
１ 会長あいさつ 
  
２ 会議録署名委員指名 
   大山委員を指名 
   
３ 前回会議録の承認 
 第３回の地域会議ですが、５月２９日火曜日コミュニティ会議との合同会議終了後に行いました。

内容は、今年度のわくわく事業について補助額の決定を行っていただきました。そして次にわくわ

く事業の２次募集について協議をしていただきました。 
    （全委員承認） 
 
４ 協議事項  
コミュニティ会議との分科会方式による取組みについて 
（会長）コミュニティ会議との合同会議がありましたが、地域会議がリーダーシップをとっていた

だき、次回の合同会議では、今までの地域会議の流れをコミュニティ会議に説明していただきた

いと思います。 
  これからの合同会議は分科会方式で進めていきます。進めて行くにあたっては、リーダーを決

めてその人を中心に話を進めていっていただきたいと思います。 
（事務局）今年度で委員さんの任期が終了になります。今年度の目標・地域ビジョンの具現化に向

けてコミュニティ会議と合同で実践活動に取り組んでいただくことになります。成果を出すこと

になるわけですが、それには仕組みとか次に繋げていく基盤整備を構築していっていただくとあ

りがといと思います。そしてそのまとめを支所長を通じて市長に提言をしていくことになると思

います。前回の合同会議で、設置と役割・分科会の編成（案）については合意を得ていますので

この編成で進めていきたいと思います。コミュニティ会議から具体的な取組みについては、地域
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会議で提案をしてほしいということでありましたので、今日は、３つの分科会に分かれてリーダ

ーを決めていただき、そして今年度の取組みの項目・目標を絞り込んでいただきたいと思います。

そして、今後はリーダーの呼びかけにより分科会ごとに自主的に活動し、２ヶ月に１度、進捗状

況あるいは意見交換・情報の共有を図るため合同会議を開催していきます。 
 
  各グループで検討 
 
（会長）それでは、各グループで話し合った内容を発表していただきたいと思います。 
（若者分科会）テーマは、「若者が参画できリーダーが輩出できる組織が作られている地域」です。

具体的取り組みテーマでありますが、若者の組織作りというのは「思いや望みを生かす仕組みづ

くり」であります。若者の思い、望みを地域に結び付けて生きたいということであります。取組

み項目とポイントでありますが、これを具体的にするには、コミュニティ会議との連携や協調が

なければ実現できないということであります。そして、コミュニティ会議を中心として組織化を

しっかり行っていくことが大切ではないかということであります。若者というくくりの中には、

女性ということも出てくるのではないかということであります。今後のスケジュールですが、テ

ーマに対する基本的な考え方とかポイントについて、コミュニティ会議との充分な意思統一を図

っていきたいと思います。意思統一が図れましたら、具体的にこの地域にいろいろなグループが

あると思いますので、グループを発掘していって、その中から人を出していただき最終的にはメ

ンバーの組織づくりにもって行くようなスケジュールで行いたいと思います。まずは、コミュニ

ティ会議と意思統一を図れば、すぐに具体的な作業に入れるのではないかということであります。 
（女性分科会）具体的取り組みテーマでありますが、「下山地域の女性がもっと働きやすい・暮らし

やすい地域づくり」というのがテーマであります。取組み項目のポイントとしましては、「今、何

が必要なのか」ということのアンケートを実施します。仕事に対してのこと、保育に対してのこ

とについてアンケートを実施します。スケジュールですが、配布方法とか質問内容の決定を９月

までに決めます。そして、アンケートの配布と回収を１２月までに、集計と実施内容の決定を３

月までに行いたいと思います。 
（高齢者分科会）具体的な取組みテーマは、「産地直売所の経営」ということであります。今多くの

直売所がありますので、その方たちも巻き込んで行わないといけなと思います。高齢者が生き生

きと生活するということは、お金が入らないといけないということでこのようなテーマになりま

した。取組み項目のポイントとしては、今問題になっています遊休農地を活用した農産物の生産

を行い、それを直売所で販売したらどうかと思います。ポイントとしましては、アイデアを生か

した新製品の開発をしてはどうかと思います。スケジュールとしましては、各地で産地直売を行

っていますので、現在産地直売所を行っている方の意見を聞いて検討をしたいと思います。そし

て、３月ごろから具体的な取組みができればと思います。 
（事務局）各部会に職員を貼り付けます。高齢者分科会には永田主幹、女性分科会に加藤主査に、

若者分科会に川合係長を貼り付けます。酒井が全体を見ていきますのでよろしくお願いします。 
 

４ その他 

 ２０１１年にデジタル放送に切り替わりますので、市においてもそれに向けて対策を検討してい

ます。６月２５日に正副の区長会長・地域会議委員、市議、正副支所長を集めて説明会があります。

今後のスケジュールは、各小学校単位で地元説明会を開催し、そしてアンケートを実施して、デジ
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タル化に備えるという予定になっています。 

 トヨタの研究開発施設の関係でありますが、まちづくり推進協議会へ地域会議から正・副会長、

書記・会計の４名を推進協議会へ送るということで了解を得ていますが、第１回の推進協議会が５

月２２日に行われました。そこで役員の決定を得ています。現在の状況でありますが、今、調査に

入るための立ち入りの同意をとりつつあります。下山地区の地権者におきましては、９割程度同意

がとれておりますが、８月末までには同意がいただけるように説明をしていきたいと考えています。

今後のスケジュールとしますと、今年度中に単価等の条件を整理していきます。本格的な用地交渉

につきましては、来年度からになると思います。環境アセスメントの調査が３年程かかると思いま

すので、用地交渉と合わせて行っていく計画になっています。 

 


